






要約:ウィルソン病を早期に発見するためのスクリーニング法として,濾紙血液を用いるセ

ルロプラスミンの ELISA 法を開発した。本法は低濃度域まで再現性良く測定できた。従来

の報告と同様にセルロプラスミンは新生児期から経時的に増大し,生後 5 日目で平均値は

13.5 ㎎/d1で生後 6ケ月頃で一定となった。ウィルソン病の患児 15 例のセルロプラスミン

値は 11 例が 2㎎/dl以下,2 例が 3～5㎎/dl,2 例が 10～15 ㎎/d1 であった。この値を新生

児の分布に当てはめると,患児の 80%以上が低値となり新生児期でも発見できる可能性が

あった。 


